
 

 

 

 
 

 
 

 

 

「人との違いを恥ずかしがる時代はもう終わった」（２月８日(水)会礼） 
校長 鈴木由佳子 

２月８日は、あるスポーツ選手の誕生日です。誰だか分かりますか。２月８日にちなんで、背番号
「28」。それは、「八村 塁」選手です。八村選手は、富山市出身。父親はベナン人、母親は日本人。
身長203cm、体重104kg。現在は、ＮＢＡのロサンゼルス・レイカーズに所属していて、ポジションはフォワード
です。最近のスポーツニュースでは、連日、八村選手の活躍が放送されて、注目を集めています。 
恵まれた体格と並外れた身体能力を持つ八村選手ですが、決して順風な選手生活を送ってきたわ

けではないようです。中学１年生でバスケットを始めた八村選手は、全国屈指の強豪の明成高校でバ
スケットを通して「心・技・体」を磨き、飛躍的な成長を遂げます。そして、アメリカの強豪ゴンザガ大学に
進学するために、英語が話せないままアメリカに渡りました。バスケット選手として活躍するために、言葉
や勉強、文化など、乗り越えなければいけない壁がたくさんあり、苦労の連続でした。特に、英語でのコミ
ュニケーションや戦術理解に苦しんだそうです。きっと、ものすごい努力で多くの壁を突破したからこそ、今
の八村選手がいるのだと思います。 
今日は、その八村選手のある言葉を紹介したいと思います。 
「人との違いを恥ずかしがる時代はもう終わった」 
人間には、個性や特性があります。性別や人種・宗教・学歴な

ど様々です。しかし、世の中は、特に日本では、「みんなと同じがい
い」とか、「同じような仲間が集まると安心」と思いがちです。きっと、
八村選手が言いたかったことは、『周りとの違いを恥ずかしがった
り、自分と違う考え方や宗教、人種の人を排除したりするのではな
く、互いが認め合って、その違いを活かしてこそ、社会が発展してい
く。今は、そういう時代だ。』とうことだと思います。海外にルーツを持
つ日本選手である八村選手の経験から出た言葉かもしれません。 
少し、バスケットボールで考えてみます。シュートを打つのが得意な選手ばかりが集まったチームと、パ

スを送るのが得意な選手、カットが得意な選手、シュートを打つのが得意な選手、いろいろなよさを持っ
た選手がいるチームでは、どちらが強いと思いますか。やはり、いろいろなよさを持った人がいるチームの
方が、強いはずです。同じような人ばかりが集まった集団は、変化に弱くてもろいところがあるかもしれませ
んが、一人一人の個性が発揮される集団は、いろいろなことに柔軟な対応ができて、パワーがあるので
はないかと思います。 
このように、一つの集団の中に、いろいろと異なる特徴や特性を持つ人が、一緒に存在することを、

「多様性」と言います。 
ちょっと、隣の机に座っている人を見てください。お隣さんは、きっと自分とは違う素敵な部分を持ってい

るはずです。気付いていますか。 
私たちは、いろいろあっていいのです。「みんなちがってみんないい」ということです。 
このような多様性を認め、受け入れてくれる集団の中では、きっと安心していろいろなことに挑戦も失敗

もできると思います。豊岡中も、仲間や周りの人を認めて、大切にする学校でありたいですね。 
みなさんは、この豊岡中を卒業すると、この豊岡の地から、広い世界に飛び立って行きます。社会に

は、今までに会ったことのないようないろいろな人がいます。今まで経験したことのない多くの出来事にも
出会うと思います。そのような社会では、自分との意見の違いや立場の違いを理解しようとする柔軟性
が、きっと求められるようになります。その柔軟性は、マニュアル通りに動いているだけでは身に付きませ
ん。失敗を恐れずに様々なことに挑戦し、経験を積むこと。そして、自分と違う意見に対して、全てを否定
してしまうのではなく聞く耳を持ち、尊重しようと意識することを意識することで身に付いてくるのだと思いま
す。 
今日は、みなさんが、周りの人を認め尊重し、自分らしく、自分に自信を持って行動できる、そのような

人に成長してほしいと願って、この話をしました。 
今後の八村選手の活躍が楽しみですね。 
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１月15日（日）にＰＴＡ資源回収を実施しました。天候が心配されましたが、無事実施

することができました。ＰＴＡの厚生委員の方やボランティアで参加してくれた生徒の活

躍で、短時間で回収を終えることができました。今回、収益金121,280円、奨励金61,120

円、合計182,400円となりました｡集まった収益金等は本校の教育活動や部活動等で有効に

活用させていただきます。 

地域や保護者の皆様、御協力、ありがとうございました。 

 

 

 

 令和５年度から、朝の活動や帰りの会の時間を５分短縮する日課となります。新しくな

る日課を今年度中に試行し、実施に伴う成果や課題を見つけ、実際の運用に生かしていき

たいと考えています。そこで、令和５年２月17日（金）から２月22日（水）の４日間、以

下のような日課を試行します。  
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ＰＴＡ資源回収のお礼 

育館の床改修工事 

令和５年度の日課試行について 

育館の床改修工事 

2/17 金 2/20 月 2/21 火 2/22 水

朝読書

朝の会

1

2

3

4

給食

昼休み

5

6 14:25～15:15 － 14:25～15:15 －

清掃 － － 15:20～15:30 －

帰りの会 15:20～15:30（10）
14:25～14:35

（10）
15:35～15:45（10） 14:25～14:35（10）

会礼 － － － －

放課後
学級・生徒会活動

14：45～15：15
完全下校

14:50

完全下校
15:25

R5の豊岡太鼓
15:10～16:00

打合せ
16：00～

※この日は今年度
と同じ15：30

13:00～13:20

13:25～14:15

部活動
15:35～

完全下校
17:15

部活動
15:50～

完全下校
17:15

会議
（会礼無）15:00～

8:１5～8：20（登校・着替え後～）　　　　　昇降口開錠8：00

 8:20～ 8:25

 8:35～ 9:25

 9:35～10:25

10:35～11:25

 11:35～12:25

12:25～13:00


